
JP 5234468 B2 2013.7.10

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アントシアニジン系色素、カルコン系色素、アントラキノン系色素、カロテノイド系色
素、ポルフィリン系色素、ウコン色素、タマリンド色素、ビートレッド色素、クチナシ青
色素およびベニコウジ赤色素の中から選ばれた少なくとも１種の色素を有効成分として含
有することを特徴とするインジケータ機能を有する消臭剤。
【請求項２】
　アントシアニジン系色素は、ブドウ果皮色素、赤ダイコン色素、赤キャベツ色素、エル
ダーベリー色素、紫イモ色素、紫トウモロコシ色素およびシソ色素の中から選ばれた少な
くとも１種の色素であり、
　カルコン系色素は、ベニバナ黄色素であり、
　アントラキノン系色素は、コチニール色素およびラック色素の中から選ばれた少なくと
も１種の色素であり、
　カロテノイド系色素は、アナトー色素およびクチナシ黄色素の中から選ばれた少なくと
も１種の色素であり、
　ポルフィリン系色素は、スピルリナ色素およびクロロフィルの中から選ばれた少なくと
も１種の色素であることを特徴とする請求項１記載のインジケータ機能を有する消臭剤。
【請求項３】
　さらに、無臭または微香性の酸を含有することを特徴とする請求項１または２記載のイ
ンジケータ機能を有する消臭剤。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天然由来の色素を含有するインジケータ機能を有する消臭剤に係り、特に、
硫化水素、メチルメルカプタン等の硫黄系悪臭ガスや、アンモニア、トリメチルアミン等
のアミン系悪臭ガスを除去し、その除去の度合いに応じた色素の色彩変化により、消臭剤
の取り替え時を確実に判断することができるものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、トリメチルアミン等のアミン系悪臭ガスやメチルメルカプタン等の硫黄系悪臭ガ
スを除去する色素系消臭剤として、例えば、特許文献１に示したように、黄色４号（ター
トラジン）、青色１号（ブリリアントブル－ＦＣＦ）、黄色２０３号（キノリンイエロー
ＷＳ）などが知られている。
【０００３】
　これらの色素系消臭剤は、化粧品、医薬品、食品などに配合され、消臭効果を発揮する
と共に、黄色、赤色、青色等、種々の色彩を付与するもので、用途に応じて一種または二
種以上の色素を混合して用いられ、製品に彩りを添えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１０４９４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述したような色素系消臭剤にあっては、消臭能力がまだ十分あるのに
取り替えてしまったり、消臭能力が消失したにも拘わらず、過剰に長い期間放置してしま
ったりするなど、悪臭ガスの除去の程度や残存消臭能力の有無を容易に把握し、適時に消
臭剤を取り替えることができないという問題点があった。
【０００６】
　本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係る発明は、アントシアニジン系色素、カルコン系色素、アントラキノン系
色素、カロテノイド系色素、ポルフィリン系色素、ウコン色素、タマリンド色素、ビート
レッド色素、クチナシ青色素およびベニコウジ赤色素の中から選ばれた少なくとも１種の
色素を有効成分として含有するインジケータ機能を有する消臭剤である。
【０００８】
　請求項２に係る発明は、請求項１記載のインジケータ機能を有する消臭剤において、ア
ントシアニジン系色素は、ブドウ果皮色素、赤ダイコン色素、赤キャベツ色素、エルダー
ベリー色素、紫イモ色素、紫トウモロコシ色素およびシソ色素の中から選ばれた少なくと
も１種の色素であり、カルコン系色素は、ベニバナ黄色素であり、アントラキノン系色素
は、コチニール色素およびラック色素の中から選ばれた少なくとも１種の色素であり、カ
ロテノイド系色素は、アナトー色素およびクチナシ黄色素の中から選ばれた少なくとも１
種の色素であり、ポルフィリン系色素は、スピルリナ色素およびクロロフィルの中から選
ばれた少なくとも１種の色素であるものである。
【０００９】
　請求項３に係る発明は、請求項１または２記載のインジケータ機能を有する消臭剤にお
いて、さらに、無臭または微香性の酸を含有するものである。
【発明の効果】
【００１０】
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　請求項１に記載のインジケータ機能を有する消臭剤によれば、アントシアニジン系色素
、カルコン系色素、アントラキノン系色素、カロテノイド系色素、ポルフィリン系色素、
ウコン色素、タマリンド色素、ビートレッド色素、クチナシ青色素およびベニコウジ赤色
素の中から選ばれた少なくとも１種の色素を有効成分として含有するため、アミン系ガス
および／または硫黄系ガスなどの悪臭ガスの吸収度合いに応じた消臭剤自身の色彩変化に
より、悪臭ガスの吸収の程度や残存消臭能力の有無を可視化して容易に取り替え時を判断
することができ、しかも、天然由来の色素であって人体に対する安全性が高く、廃棄後の
環境への負荷も抑えることができる。
【００１１】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１記載のインジケータ機能を有する消臭剤の効
果に加え、アントシアニジン系色素は、ブドウ果皮色素、赤ダイコン色素、赤キャベツ色
素、エルダーベリー色素、紫イモ色素、紫トウモロコシ色素およびシソ色素の中から選ば
れた少なくとも１種の色素であり、カルコン系色素は、ベニバナ黄色素であり、アントラ
キノン系色素は、コチニール色素およびラック色素の中から選ばれた少なくとも１種の色
素であり、カロテノイド系色素は、アナトー色素およびクチナシ黄色素の中から選ばれた
少なくとも１種の色素であり、ポルフィリン系色素は、スピルリナ色素およびクロロフィ
ルの中から選ばれた少なくとも１種の色素であるため、消臭の進行に伴う消臭剤自身の色
彩変化を際立たせることができ、より一層確実に消臭剤の取り替え時を判断することがで
きる。
【００１２】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１または２記載のインジケータ機能を有する消
臭剤の効果に加え、さらに、無臭または微香性の酸を含有するため、消臭剤自身が悪臭を
発することなく、中和反応の助力により、アンモニアやトリメチルアミン等のアミン系ガ
スを含む塩基性悪臭ガスの吸収能力をより一層に高めることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の実施の形態を以下に説明する。本発明の消臭剤は、アミン系悪臭ガスおよび／
または硫黄系悪臭ガスの除去の度合いに応じて消臭剤自身が色彩変化を生じ、この色彩変
化から悪臭ガスの除去の度合いを確認することができる所謂インジケータ機能を有するも
ので、アントシアニジン系色素、カルコン系色素、アントラキノン系色素、カロテノイド
系色素、ポルフィリン系色素、ウコン色素、タマリンド色素、ビートレッド色素、クチナ
シ青色素およびベニコウジ赤色素の中から選ばれた少なくとも１種の色素を有効成分とし
て含有するものである。
【００１４】
　ここで、有効成分とは、アミン系悪臭ガスや硫黄系悪臭ガスなどの悪臭ガスと反応して
除去する消臭能力を有し、該悪臭ガスの除去の度合いに応じて消臭剤自身に色彩の変化を
生じさせる作用を有する成分をいう。
【００１５】
　アントシアニジン系色素は、２－フェニルベンゾピリリウム構造を有する色素であり、
具体的には、例えば、ブドウ科ブドウの果皮から抽出されエノシアニンおよびマルビジン
－３－グルコシドを主成分とするブドウ果皮色素、アブラナ科ダイコンの赤紫根から抽出
されペラルゴニジンアシルグルコシドを主成分とする赤ダイコン色素、アブラナ科キャベ
ツの赤い葉から抽出されシアニジンアシルグルコシドを主成分とする赤キャベツ色素、ス
イカズラ科エルダーベリーの果実から抽出されシアニジングルコシドおよびデルフィニジ
ングルコシドを主成分とするエルダーベリー色素、ヒルガオ科サツマイモの塊根から抽出
されシアニジンアシルグルコシドおよびペオニジンアシルグルコシドを主成分とする紫イ
モ色素、イネ科トウモロコシの種子から抽出されシアニジン－３－グルコシドを主成分と
する紫トウモロコシ色素、シソ科赤シソの葉から抽出されシソニンおよびマロニルシソニ
ンを主成分とするシソ色素などである。
【００１６】
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　カルコン系色素は、カルコン構造を有する色素であり、具体的には、例えば、キク科ベ
ニバナの花から抽出されるサフロミンＡおよびサフロミンＢを主成分とするベニバナ黄色
素などである。
【００１７】
　アントラキノン系色素は、アントラキノン構造を有する色素であり、具体的には、例え
ば、カイガラムシ科エンジムシから抽出されカルミン酸を主成分とするコチニール色素、
カイガラムシ科ラックカイガラムシの分泌物質に含まれるラッカイン酸を主成分とするラ
ック色素などである。
【００１８】
　カロテノイド系色素は、１重結合と２重結合とが交互に並んだポリエン構造を有するカ
ロチンの誘導体であり、具体的には、例えば、ベニノキ科ベニノキの種子から抽出される
ビキシンおよびノルビキシンを主成分とするアナトー色素、アカネ科クチナシの果実から
抽出されるクロシンおよびクロセチンを主成分とするクチナシ黄色素などである。
【００１９】
　ポルフィリン系色素は、ポルフィリン構造を有する色素や、ポルフィリンの環状構造が
開環した鎖状構造の化合物を含む色素であり、具体的には、例えば、スピルリナの全藻か
ら抽出されるフィコシアニンを主成分とするスピルリナ色素、アカザ科ホウレンソウから
抽出されるクロロフィルなどである。
【００２０】
　ウコン色素は、例えば、ショウガ科ウコンの根茎から抽出されクルクミンを主成分とす
るものである。
【００２１】
　タマリンド色素は、例えば、マメ科タマリンドの種子から抽出されるフラボノイド（１
、３－ジフェニルプロパノイド構造を有する化合物群）の重合体を主成分とするものであ
る。
【００２２】
　ビートレッド色素は、例えば、アカザ科ビートの根から抽出されるベタニンおよびイソ
ベタニンを主成分とするものである。
【００２３】
　クチナシ青色素は、例えば、アカネ科クチナシの果実から抽出されるイリドイド配糖体
とタンパク質分解物との混合物に、β-グルコシダーゼを添加して得られたものである。
【００２４】
　ベニコウジ赤色素は、例えば、子のう菌類ベニコウジカビの培養液から得られるアンカ
フラビンおよびモナスコルブリンを主成分とするものである。
【００２５】
　次に、上述した色素を有効成分として含有する消臭剤の実施態様について説明すると、
これらの色素は、例えば、水に溶かして水溶液として用いたり、この水溶液をグラスフィ
ルターなどの多孔性の担体に染み込ませ、湿式若しくは乾燥させて用いることができるも
ので、前者にあっては、水溶液を直接悪臭ガス発生源に振りかけたり、後者にあっては、
多孔性の担体に通気して悪臭ガスを選択的に除去したりすることができる。なお、水溶液
として使用する場合、消臭能力の確保、および、発色ないし変色の視認性を考慮し、色素
の濃度は０．０１質量％以上、より好ましくは０．１質量％以上であるのがよい。
【００２６】
　ところで、本発明の消臭剤にあっては、上述したアントシアニジン系色素、カルコン系
色素、アントラキノン系色素、カロテノイド系色素、ポルフィリン系色素、ウコン色素、
タマリンド色素、ビートレッド色素、クチナシ青色素、ベニコウジ赤色素を単独で含有す
るものを用いる他、これらを二種以上混合して用いてもよく、消臭剤に所望の着色や悪臭
ガスの種類に応じた消臭能力を付与できるように、適宜選択することができる。
【００２７】
　また、この消臭剤に、さらに、無臭または微香性の酸を含有するようにしてもよい。酸
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を添加することで、色素と塩基性悪臭ガスとが直接反応するのに加え、アミン系悪臭ガス
などの塩基性悪臭ガスを酸により中和することで、より一層消臭効果が高めることができ
る。
【００２８】
　なお、無臭または微香性の酸を用いるのは、消臭剤自身が悪臭を発するのを回避するた
めであり、添加する酸としては、クエン酸、アスコルビン酸、乳酸、リンゴ酸が好ましい
。
【実施例】
【００２９】
　塩基性悪臭ガスの例としてアンモニアガスを、酸性悪臭ガスの例として硫化水素ガスを
それぞれ用いて下記の消臭試験を行った。なお、各実施例で用いた色素は、表１、２中に
記載してある。また、使用した色素は、いずれもキリヤ化学株式会社製であり、品名は同
表中に示してある。
【００３０】
１．アンモニアガスによる消臭試験
（１）消臭能力の測定
［試験方法］
・実施例１～１５、参考例１、２
　色素２５ｍｇを少量の水に溶かして水溶液にし、この水溶液をグラスフィルター（面積
６ｃｍ×６ｃｍ）に染み込ませて乾燥させ、試料を作製した。そして、この試料を悪臭ガ
ス（空気＋アンモニアガス約５５ｐｐｍ）が封入されたテドラーバッグ内に挿入し、挿入
直後および１時間経過後のテドラーバッグ内のガスを採取してアンモニア濃度を測定した
。
・実施例１６～１９
　上述した実施例９、１１、１３、１４の水溶液にクエン酸１０ｍｇを加えて溶解させた
以外は、該実施例と同様な操作を行い、アンモニア濃度を測定した。
・比較例１
　色素を配合しない以外は、上述した実施例１～１５と同様な操作を行い、アンモニア濃
度を測定した。
［評価方法］
　アンモニア濃度は、アンモニア濃度検知管（株式会社ガステック製、型名：３Ｌａ）を
用いて測定し、式１により消臭率を算出した。
消臭率（％）＝（Ｃ0－Ｃ1）／Ｃ0×１００　　　・・・式１
Ｃ0：初期濃度（上記挿入直後の濃度）
Ｃ1：１時間経過後の濃度
【００３１】
（２）色彩の変化の測定
［試験方法および評価方法］
　試料の色彩変化は、色素５０ｍｇを水１０ｍｌに溶解し、その溶液の透過光の色彩を分
光色彩計（株式会社島津製作所製、型名：ＣＬＲ－７１００Ｆ）を用いてＬ*ａ*ｂ*表色
系のスケールにて測定し、試験前の値とした。そして、その溶液に２８質量％アンモニア
水を２０μｌ滴下した後、同様に色彩を測定し、試験後の値とした。なお、色差△Ｅは、
試験前後の値を用いて式２により算出した。なお、色差△Ｅは、値が大きいほど色彩の変
化が大きく、概ね１２以上であれば色彩の変化を確実に視認することができる。
△Ｅ（－）＝（△Ｌ*2＋△ａ*2＋△ｂ*2）1/2　　　・・・式２
Ｌ*：明度
ａ*、ｂ*：Ｌ*ａ*ｂ*表色系色度図上での座標（色相と彩度のスケール）
【００３２】
　表１に、アンモニアガスによる消臭試験における実施例、比較例および参考例の結果を
示した。
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【表１】

【００３３】
　上記表１からも判るように、実施例１～１５に挙げているアントシアニジン系色素、カ
ルコン系色素、アントラキノン系色素、カロテノイド系色素、ポルフィリン系色素、ウコ
ン色素、タマリンド色素、ビートレッド色素においては、非常に高いアンモニア消臭能力
を示し、消臭に伴う色彩の変化（色差△Ｅ）が大きい、すなわち、インジケータ機能が優
れていることがわかる。また、酸（クエン酸）を加えた実施例１６～１９については、消
臭率がいずれも１００％であり、酸を加えていない実施例８、１０、１１、１４のものに
比べ、より一層消臭能力が向上している。一方、参考例１のクチナシ赤色素と参考例２の
ベニコウジ黄色素にあっては、消臭率が低く、色差△Ｅの変化も少ない結果であった。
【００３４】
２．硫化水素ガスによる消臭試験
（１）消臭能力の測定
［試験方法］
・実施例２０～３８、参考例３、４
　色素２５ｍｇを試料とし、この試料と、ｐＨ５．５の硫化水素水溶液を５０倍に希釈し
た溶液１ｍｌと、中性リン酸緩衝液（ｐＨ６．８６、和光純薬製）１ｍｌとを試験管（容
量２４ｍｌ）内で混ぜて蓋をした。そして、３０分後に該試験管のヘッドスペースガスを
３００μｌ採り、このヘッドスペースガス中における硫化水素ガスの濃度を測定した。
・比較例２
　色素を配合しない以外は、実施例２０～３８と同様な操作を行い、硫化水素ガスの濃度
を測定した。
［評価方法］
　硫化水素ガスの濃度は、ガスクロマトグラフィー（株式会社島津製作所製、型名：ＧＣ
－１４Ａ）を用いて測定し、式３により消臭率を算出した。
消臭率（％）＝（Ｃ0－Ｃ1）／Ｃ0×１００　　　・・・式３
Ｃ0：ブランク濃度（色素を含まないときの３０分経過後の濃度）
Ｃ1：３０分経過後の濃度
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【００３５】
（２）色彩の変化の測定
［試験方法および評価方法］
　試料の色彩変化は、色素５０ｍｇを水７ｍｌに溶解し、その溶液の透過光の色彩を分光
色彩計（株式会社島津製作所製、型名：ＣＬＲ－７１００Ｆ）を用いてＬ*ａ*ｂ*表色系
のスケールにて測定し、試験前の値とした。その溶液に硫化水素水溶液３ｍｌ（ｐＨ４．
０）を滴下し、１日経過した後、同様に色彩を測定し、試験後の値とした。なお、色差△
Ｅは、試験前後の値を用いて前述の式２により算出した。
【００３６】
　表２に、硫化水素ガスによる消臭試験における実施例および比較例の結果を示した。
【表２】

【００３７】
　上記表２からも判るように、実施例２０～３８に挙げているアントシアニジン系色素、
カルコン系色素、アントラキノン系色素、カロテノイド系色素、ポルフィリン系色素、ウ
コン色素、タマリンド色素、ビートレッド色素、クチナシ青色素およびベニコウジ赤色素
においては、高い硫化水素消臭能力を示し、消臭に伴う色彩の変化（色差△Ｅ）が大きい
、すなわち、インジケータ機能が優れていることがわかる。一方、参考例３のクチナシ赤
色素と参考例４のベニコウジ黄色素にあっては、消臭率が低く、色差△Ｅの変化も少ない
結果であった。
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